
（様式４） 

重要取組シート 

 

取組項目 ３．新たなビジョンと新たな運営形態の検討 

現状・課題 

 

取組み方針 

・上下水道局では平成 27 年度に策定した上下水道ビジョンに基づき、事業を推進し

ている。しかし、水道法の改正や広域化、公民連携の進展、ICTの進化など、水道と

下水道を取り巻く環境が想定以上に大きく変化している。 

 

・この環境の変化に対応するため、上下水道局では令和 5年度から新たなビジョンと

新たな運営形態のもと事業を行うこととしている。 

 

・そのなかで、令和 2年度は新たなビジョンの策定に向け、超長期のアセットマネジ

メント計画を策定し、投資財政計画を立案する。 

 

・併せて、新たな運営形態の検討として、水道では大阪市をはじめとする周辺市や広

域水道企業団と、広域化の取組を進める。また、下水道では、処理場や管きょの維持

管理について、公民連携の範囲等の検討を進める。 

取組みの 

内  容 

■現行ビジョンの総括 

・現行ビジョン（平成 28～令和２年度）における進捗状況や課題を総括する。 

 

■新たなビジョン策定・運営形態の検討 

・超長期のアセットマネジメント計画（水道・下水道）を策定する。 

・新たなビジョンにおける将来像や施策・事業を検討する。 

・経営基盤の強化のため、新たな運営形態（広域化・公民連携など）を検討する。 

・新たなビジョン策定懇話会の開催（令和 3年度）に向けた準備を行う。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 
□ 現行ビジョンにおける進捗状況や課題の確認（６月～7月） 

中期 

（～11月） 

□ 新たなビジョンの将来像や施策、事業の検討（6月～10月） 

□ 超長期のアセットマネジメント計画（案）の策定完了（12月） 

後期 

（～3月） 

□ 新たなビジョンのたたき台の作成（1月～3月） 

□ 課題解決に向けて新たな運営形態の検討（1月～3月） 

□ 新たなビジョンの策定に向けた懇話会の開催準備（1月～3月） 

次年度 

以降 

□ 新たなビジョンの策定に向けた懇話会の開催（令和３年７月～） 

 

上下水道局 経営企画室 


